平成30年度　沖縄県サービス管理責任者研修
 1.地域生活（知的・精神）分野　事前課題 
○課題
	内　容
	提出日
	資料準備・提出方法

	・下記の事例説明を読みます。

・別紙「3.事例の概要」「4.アセスメントシート」を読み込みます。

・「2.課題の整理票」を使い、勝連じょうじさんの課題を整理してください。
（詳細については下記をご参照ください。）
	研修1日目
1/17（木）受付時に提出します。
※1日目免除の方は、A日程1/18（金）、B日程2/22（金）に各分野研修会場の受付にて提出します。
	・完成された「2.課題の整理票」は、9部（本人分含む）コピーをして下さい。

・上記のうち1部は「事前課題表紙」を表紙にして（●を左上にし）、左上をホチキスでとめ、左記の通り提出して下さい。

・残りの8部は演習で使用しますので、ご持参ください。



○事例説明

【この事例の登場人物、施設名等の名称はすべて仮称です】

勝連じょうじさんは、統合失調症を発症して同じ地元の病院で入退院を繰り返しています。今回は、お金を持たずに放浪しているところを警察に保護されて、病状が悪化していたため３回目の入院となりました。家族は一緒に生活をすると本人に振り回されてしまうのでこれ以上一緒に住めないと話しています。病院の精神保健福祉士（PSW）は勝連さんと退院後の生活について話し合いました。その結果、「３回も入院してしまって自分一人で頑張っても上手く行かない事がわかった。人に協力してもらいながら生活していこうと思っている」と話しました。病院のPSWから相談支援事業所に連絡が入って支援開始となりました。先日、グループホームの見学に行ったところ、同じ年齢くらいの方が「将来的には一人暮らしをするためにここ（グループホーム）で練習をしている」と言っていたのを聞いて、「自分もここで（一人暮らしの）練習がしたい」と希望されました。勝連さんは日中の活動に関しては、「将来的には一人暮らしをして車を買いたい。生活保護では車を買えないので、就職して稼ぎたい。」と言って、退院後には就労継続支援Ｂ型で就労訓練を行いたいと希望しています。

勝連さんは、相談支援事業所にサービス等利用計画案の作成を依頼し、相談支援事業所がアセスメントを実施、計画案を作成し勝連さんに提示し、了承を得たので計画案をＡ市福祉課に提出しました。それを受けてＡ市福祉課は共同生活援助と就労継続支援Ｂ型の支給決定を行いました。相談支援事業所の相談支援専門員は、「サービス担当者会議」を行います。

みなさんは、共同生活援助事業者のサービス管理責任者として、下図の「サービス担当者会議①」に出席します。出席するにあたり、勝連じょうじさんの「事例概要」及び「アセスメント表」をもとに、共同生活援助を利用することを前提として「課題の整理」を行ってください。
※「3.事例の概要」「4.アセスメントシート」は演習で使用しますので必ずご持参ください。
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